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日時●10月9日(水)三田川、倉尾、両神地区
　　　　  10日(木)小鹿野、長若地区
　　　両日とも10:00～
場所●小鹿野文化センター
対象●満75歳以上の人、金婚を迎えるご夫婦(昭和44
年4月1日から昭和45年3月31日までに結婚され、小鹿
野町に住所のあるご夫婦)
※金婚について該当されるご夫婦は、9月5日(木)までに
福祉課へご連絡をお願いします。
問合せ●小鹿野町保健福祉センター・福祉課
　　　　☎75-4109

　くみ取り業者の都合により、8月13日(火)から16日
(金)までの間、し尿くみ取り業務を休止します。ご不便を
おかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。
　なお、お盆が近くなりますと依頼が混み合い、要望に
応じられない場合がありますので、8月9日(金)までのく
み取り依頼は7日(水)までにお願いします。
申込＆問合せ●衛生センター☎75-0352
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　町内には172カ所の遺跡があり、1万年以上前から人
間が生活していた痕跡が見つかっています。
　町内の遺跡から見つかった資料の多くは、縄文時代の
土器や石器です。いま「縄文」は、昨年度東京国立博物
館で特別展が開催され大盛況になったり、縄文時代を
テーマにしたフリーペーパーが刊行されるなど、熱い視
線が向けられています。
　今夏は8月1日から5日まで、2カ所で縄文時代の土器・
石器が公開されます。
　1カ所目は、秩父市の矢尾百貨店を会場として、ほるた
ま展2019「GuGuっと！縄文」(主催：(公財)埼玉県埋蔵
文化財調査事業団／共催：小鹿野町教育委員会)で公
開されます。
　ほるたま展では、県内各地の縄文土器や石器のほか
に、合角ダム(小鹿野町)と滝沢ダム(秩父市)関連の発掘
資料を展示する「水底の遺跡」コーナーで土器・石器が
展示されます。
　2カ所目は、小鹿野総合センターで、2階に保管してい
る土器・石器などの夏の特別公開を行います。ほるたま
展に貸し出す資料は、町が保管している資料のごく一部
ですので、ぜひ小鹿野総合センターで合角ダム関連をは
じめ、両神の薬師堂遺跡などから出土した資料もご覧く
ださい。
　また、8月27日(火)にはハート形土偶のクッキー(ドグッ

問合せ◆教育委員会社会教育課☎75-0063文化財ノート
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◆小鹿野町の「縄文」を見て・体験しませんか？◆

キー)づくりも行います。
　今年の夏は、ぜひ小鹿野町の「縄文」を見て・体験し
てください。
■ほるたま展2019「GuGuっと！縄文」
日時●8月1日(木)～5日(月)10:00～19:00
　　　(最終日は16:00まで)
場所●矢尾百貨店3階催事場(秩父市)
■小鹿野の縄文土器・石器　夏の特別公開
日時●8月1日(木)～5日(月)10:00～17:00
　　　(入館16:30まで)
場所●小鹿野総合センター
■ハート形土偶のクッキーづくり
日時●8月27日(火)13:30～15:30
場所●小鹿野文化センター・調理実習室
※詳細は、「生涯学習コーナー(21ページ)」をご覧くださ
い。

　今年も「ちちぶ木の駅プロジェクト」が始まります。この
取組は、秩父の山に眠っている間伐材などを「木の駅」に
出荷して、地域商品券で買い取るものです。
　木の駅に木材を出荷する(売る)には、木の駅の説明会
に参加する等、プロジェクトの内容を確認したうえで、出荷
者申込書兼登録証に必要事項を記入し、両神庁舎・産業振
興課へ提出してください。(昨年までに登録をお済みの人
は、登録手続きは不要です。)
　木の駅の説明会とチェーンソーの取扱いに関する講習
会を同時開催しますので、安全に作業していただくために
も、奮ってご参加ください。

説明会・チェーンソー講習会
日時●8月31日(土)9:00～
場所●秩父広域森林組合・木材センター
　　　(秩父市寺尾2718-1)
費用●無料(申込不要)
木の駅概要
出荷日●9月14日(土)、10月12日(土)、11月9日(土)、12
月14日(土)、令和2年1月11日(土)、2月8日(土)、3月14
日(土)
時間●9:00～16:00
場所●秩父広域森林組合・木材センター
　　　(秩父市寺尾2718-1)
買取価格●0.5㎥あたり2,000円分、1㎥あたり4,000円
分の地域商品券で買い取ります。
問合せ●両神庁舎・産業振興課☎79-1101

縄文土器・石器
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地域おこし企業人　石塚 浩哉

「里山の棚田を利用した花しょうぶ園」ツアー

　6月中旬から下旬にかけて、近畿日本ツーリストグ
ループのクラブツーリズム主催で、花しょうぶ園を組
み入れた花巡りツアーを実施し、3日間でバス4台
140名様にご参加いただきました。
　このツアーは、今年の6月8日に嵐山町にオープン
した日本最大級のラベンダー園「千年の苑ラベン
ダー園」やミューズパークも巡るツアーでしたが、花
しょうぶ園が見頃で千年の苑がまだ工事が完了して
いない事もあったのか、「小鹿野の花しょうぶ園が最
も良かった」というアンケートを多数いただきました。
花の管理にご尽力いただきましたシルバーさん方
に感謝致します。
　ツアー当日は、またリピーターとして小鹿野町に
お越しいただくため、パンフレットをお配りしつつ、
「一年を通じて花が楽しめる町」、「花だけではなく周
りの里山の景観」を楽しんでいただけるようアピー
ルをしました。
　小鹿野町の花の良さは、他の地域でありがちな人
工的な物(イルミネーションを併設したり…、それは
それで良いのですが)と違い、ダリア園等がそうであ
るように「里山に囲まれた」というところにあると
思っています。私見ではありますが、里山の保全と共
にこれを前面に打ち出し、「住んで良し訪れて良し」
を目指す事が肝要と考えます。
　ツアーでは、企画担当者と打合わせし、添乗員を

通じて、募金への協力
を呼び掛けたり、バス
出発を道の駅薬師の
湯として、お帰りまでお
買物していただいたり、町がめざす「エリア外からの
外貨獲得」にいくばくかの寄与はできたと思ってい
ます。
　ツアーは、前年の集客状況やアンケートを基に企
画していますので、必ずしも毎年同じツアーが継続
しているわけではありません。常に新しいコース提
案もしていく必要があります。
　繰り返し述べますが、地域活性化にありがちな一
過性のイベントだけで終わらせることなく、継続と新
規開拓に努めていきたいと思います。現状維持は退
歩に他なりませんから、これで終わりという事なく進
めてまいります。
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